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地域の概要

• 総面積８７６．６５ｋ㎡（岐阜県の８．３％）

うち森林面積７５３．２１ｋ㎡（８５．９％）

耕地面積3,708ｈａ

町村名 人口 経営体数 田 畑・樹園地 耕地面積計

揖斐川町 21,503 737 1,417 116 1,533

大 野 町 23,453 718 963 232 1,195

池 田 町 24,347 486 821 159 980

合 計 69,303 1,941 3,201 507 3,708

（単位：人、戸、ｈａ）

２０１５農林業センサス
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中山間地域 平坦地域



会社概要
• 会 社 名 有限会社サポートいび

• 本社所在地 岐阜県揖斐郡池田町上田1318

• 設 立 平成14年7月23日

• 資 本 金 300万円（うち290万円ＪＡいび川出資）

• 従 業 員 社員12名（うちＪＡからの出向6名）パート17名、技能実習生3名

• 経営面積等 水稲（主食 102.1ha 飼料米 43.3ha 採種 4.9ha）

（令和元年産） 麦（大麦 58.4ha 小麦 50.5ha）

大豆 87.0ha そば 8.6ha キャベツ 3.3ha さつまいも 3.1ha他

合計 377.3ha
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地域農業を守る取り組み

•小規模農家の離農と大規模生産者の後継者不足への
対応の為、担い手不在の地域に限定して活動を展開

•当初は米・麦・大豆の作業受託が中心であったが、利
用権設定による農地借り受けにシフトしつつある

•近年増加している中山間地域対応について、ＪＡの所
有していた旧支店を営農の拠点として活用したり、ライ
スセンターや茶業振興センターの業務委託を受けてい
る
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事業分野
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①水田作経営（米・麦・大豆・ｷｬﾍﾞﾂ）

②農作業受託（水稲・麦・大豆・柿）

③耕作放棄地復旧（H28～実施）

④レンタル農機（H28～実施）

⑤施設・露地野菜（H29～実施）

⑥農産物加工（H29～実施）

⑦畑作経営（H30～茶・野菜実施）

⑧新規就農研修（H30～実施）



拠点マップ
坂内ﾗｲｽｾﾝﾀｰ

ﾜﾝﾀﾞ農園

横蔵出張所

大野格納庫

大野西格納庫

茶業振興ｾﾝﾀｰ

担い手ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
青柳格納庫



農作業請負の現状

• 農地の受託条件を設定し、地権
者へ提示

• 将来的な大規模担い手の離農
に向けた受け入れ体制の確立

• 条件不利地対策として畑作へ
の転換に向け投資

• 無人ヘリコプターでの防除困難
地区でのドローン防除請負対応
など新たな事業展開 受入れ体制整備

対象地区の拡大

経営基盤の安定化

農作業受託・賃貸借
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利用権設定の状況
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作付け作物の推移
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スマート農機の活用
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産業用ドローン
中山間地に対応

ラジコンボート
除草剤散布労力軽減

業務の効率化を目指して

自動操舵ｼｽﾃﾑ
運転負担軽減



施設・機械保有状況（R1）

区分 詳細（令和元年11月現在）

事務所・格納庫 事務所（池田東）格納庫5ヶ所（池田、大野、大野西、池田東、横蔵）貯蔵庫

トラクター ２５台（５０馬力未満 7台、５０～８０馬力 ９台、８０～１１０馬力 ９台）

コンバイン ８台（６条刈り ８台、うち２台は食味・収量計測対応）

田植機 ８台（６条植え １台、直進キープ８条植え ５台、８条植え １台）

汎用コンバイン ６台

防除等 ブームスプレイヤー５台、ドローン５台（散布３、生育診断１、撮影１）、ラジコンボート1台

車両 ２２台（大型積載車１、３ｔ車１、２ｔダンプ２、１ｔ車２、軽ﾄﾗ１５、営業車１）

その他 野菜定植機３台、施肥カルチ機２台、ショベルカー１台、乗用摘採機（茶）、他多数
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ドローンの活用

生育診断

圃場調査 防除・施肥



レンタル農機の取り組み
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農機稼働
率向上によ
るムダの削
減

田植機やコンバインなどの季節
農機は特に年間稼働率が低い
作付け時期の分散化による稼働
時間の向上に取り組む

地域営農と
の連携協力
体制の樹立

経営的に厳しい営農組織等の
支援のために作業受託ではなく、
割安なレンタル事業を提供する
事で地域農業をサポートする



クラウドによる農地管理
作業の「見える化」

業務の効率化に向けた取組み

連携機種（R1.11月時点）

コンバイン ２台

トラクター ５台

田植機 ５台

スマホ ３台

タブレット １４台

登録圃場数 2,450枚
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導入によるメリット

・食味・収量のデータ取得による施肥管理

・位置情報・稼働状況の把握による進捗管理

・各オペレータの作業履歴の把握

・データの一元管理による業務効率化
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スマート農業への期待
• 対応機種の拡大とICチップ対応

全ての農機に対応すること、モニター等ハンズフリー機能

• インプルメントとの互換性

機械管理業務の効率化・ドローンとのデータ連携

• 複合経営への対応

水田作以外に野菜、施設栽培、果樹、畜産への対応

• 経営管理のAI化

過去のデータからの自動作成機能、労務管理、ロボット化
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